
「未来デザインワークショップ」

成果報告会【全体会】

令和３年７月1７日 会津若松市



１．はじめに～取組の趣旨～
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● 市では、公共施設等の老朽化問題への対策として、

『公共施設マネジメント』の取組を進めています。
詳しくは、
「５分でわかる！会津若松市の公共施設マネジメント」をご覧ください。



１．はじめに～取組の趣旨～
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● その取組のひとつとして、令和元年度から、市民の皆様と

ワークショップなどを行いながら、

将来に向けた、公共施設等の再編や活用を進めるための

計画として『公共施設再編プラン』の策定に

取り組んできました。

● 本日は、その計画案の内容やこれまで行ってきた

ワークショップの成果などを振り返りながら、

これからの取組のあり方などについて考えていきます。



２．取組の経過 ～「公共施設再編プラン」策定に向けた取組～
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平成30年度

令和元年度

● 平成31年３月 『公共施設再編の考え方』策定

● 令和元年10月

～令和２年３月 『未来デザインワークショップ」開催

令和２～３年度

● 令和２年10月

～令和３年６月 『未来デザインワークショップ」地区別成果報告会 開催

将来の施設再編に向けた

市の基本方針（考え方）を公表

地域の現状や課題を整理しながら

施設活用のアイディア等を検討

区長会や地域組織の皆さんと

ワークショップのアイディア等を

踏まえ、今後の取組の方向性など

について意見交換

※ワークショップとは

・参加者が議論や体験、作業などを通じて、問題解決や新しい活動やアイディアなどを生み出す、創造的な議論の場のことです。



３．公共施設再編プラン（案）の概要
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① 計画の目的

建物系公共施設（ハコモノ）について、施設・機能の将来の

あり方や各施設の整備の考え方、改修・更新の予定などを示し

ながら、「施設の有効活用」や「施設機能・総量の最適化」を

推進する

● ポイント

『再編』＝施設だけでなく、サービスも含めて最適なあり方を

検討していくこと

※単に施設を統廃合することではありません



３．公共施設再編プラン（案）の概要
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② 計画期間

令和４年度から８年度（５年間）

● ポイント

今期（第１期）はスタート段階。

そのため、「検討段階」の取組がほとんどです。

今後、第２期、３期と見直しを進めながら、市民の皆様と

一緒に具体的な計画へと前進させていきます。



３．公共施設再編プラン（案）の概要
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③ 基本方針

(1) 用途（サービス）別の公共施設再編の基本方針

「公営住宅」や「スポーツ施設」など面積の大きい施設を中心に
再編の取組や将来のあり方の検討を進めます。

(2) 地域別の公共施設再編の基本方針

面積が大きく、地域の中心的な施設である「学校」の長寿命化を
進めながら、地域活動の拠点となる公民館やコミュニティセンター
等との連携・利活用の推進など、地域の施設全体のあり方について、
住民の方々とともに検討していきます。



３．公共施設再編プラン（案）の概要
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③ 基本方針

(3) 公共施設再編の取組推進の基本方針

公共施設全体を俯瞰しながら、地域における利活用の最適化に向

けて、地域住民や施設利用者、関係団体など市民の皆様の参画を得

ながら、よりよいまちづくりや地域活性化等につながる施設や機能

のあり方について検討していきます。

また、施設の活用や管理運営、維持整備等にあたっては、PPP/PFI

手法といった民間活力の導入を検討するなど、効率的で効果的な公

共施設サービスの提供に努めます。



３．公共施設再編プラン（案）の概要
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③ 基本方針

● ポイント

・市営住宅やスポーツ施設、学校など面積の大きく、

重要な施設を中心に、計画的な維持保全を行いながら、

将来のあり方の検討を進めていきます。

・検討にあたっては、地域の方々をはじめ、利用者や

関係団体など市民の皆様の参画を得ながら進めます。

・民間事業者やNPO、地域の組織など官民連携で効率化や

サービス向上につなげていきます。



３．公共施設再編プラン（案）の概要
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④ 計画の構成

本プランは、様々な施設の再編や利活用の取組をサービス別

（用途）及び、「地域」別に全23事業に整理し、

さらに、取組状況に応じて、

「実施段階」と「検討段階」の

２段階に分類してお示しして

います。



３．公共施設再編プラン（案）の概要
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④ 計画の構成



３．公共施設再編プラン（案）の概要
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④ 計画の構成



３．公共施設再編プラン（案）の概要
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⑤ 計画の効果

今後50年間に必要な建替えや改修にかかる事業費を推計する

と、本プランの推進により、

年平均約16億円の整備事業費の

削減につながる見込みです。



本日のプログラム
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プログラム（予定）

13：30 公共施設再編プラン（案）の説明

13：45
～

14：50

トークセッション①
「“地域”をRe:デザインする ～持続可能な地域づくりを目指して～」

● 湊地区・大戸地区の取組の発表

● 地域の皆さんによるトークセッション

⇒地域の課題解決・活性化につながる公共施設等のあり方や
今後の市と地域との協働による取組の進め方などについて議論

15：10
～

16：00

トークセッション②
「“公共”をRe:デザインする ～「縮充」のまちづくりを目指して～」

ゲスト：前橋工科大学 堤 洋樹 氏
（一社）シビックテック・ラボ 市川 博之 氏

⇒公共施設再編プラン（案）の内容や市の今後の取組の進め方など
について議論



■ 公共施設マネジメントの取組について

・ 市の公共施設マネジメントホームページ ⇒

・ トップページからは

【 分野 → 事業・計画 → 公共施設マネジメント】

■ 「公共施設再編プラン（案）について

◎８月15日（日）までパブリックコメント受付中 ⇒

■ お問合せ・ご意見、感想など

・ 会津若松市 財務部 公共施設管理課

電話：0242-23-7087 

ご清聴ありがとうございました



• 【平成22年～平成24年度】（所管：総務課）

・平成25年２月 「公共施設白書」作成・公表

• 【平成25年度】（所管：企画調整課、以下同じ）

・平成25年6月「会津若松市の公共施設[かわら版]」全戸配布

・ 7月～市政だより連載（H26.10まで）

・ 自治体等ＦＭ連絡会議(地域会)本市開催

・ 12月～公共施設マネジメントアドバイザー委嘱

・平成26年 １月「公共施設に関する市民アンケート」実施

・ 「公共施設マネジメントセミナー」開催

• 【平成26年度】

・平成26年10月 「公共施設マネジメント基本方針」策定

・平成26年11月「公共施設マネジメント市民シンポジウム」開催

・平成27年 2月 「公共施設公共施設等総合管理推進本部」設置
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（資料）本市の公共施設マネジメントの取組経過



• 【平成27年度】

・平成27年10、11月 行仁地区ワークショップの開催

・平成28年１月～ 施設建物ワーキンググループ会議開催
※地区アンケート、地区ＷＳの成果等をもとに、行仁小学校複合化の可能性を検討

• 【平成28年度】

・平成28年 ８月 「公共施設等総合管理計画」策定

・平成29年１月～２月 行仁地区検討会（全３回）

・平成29年２月 「行仁小学校等施設整備に向けた基本的な考え方」策定

• 【平成29年度】

・平成29年８月 「施設評価（第１弾）」実施

・ 11月 「施設カルテ」公表

「行仁小学校等施設整備方針」策定

17

（資料）本市の公共施設マネジメントの取組経過



• 【平成30年度】

・平成30年8月～10月 北会津・河東・湊地区合同WS開催

・平成31年２月 地域づくりセミナー開催

※住民WSの市民への成果報告

・平成31年３月 「公共施設再編の考え方」

「公共施設保全計画」 策定・公表

• 【令和元年度】

・令和元年８月 「施設評価（第２弾）」実施

・ 10月～ 「未来デザインワークショップ」実施

• 【令和２年度】

・令和２年10月～ 「未来デザインワークショップ」成果報告会 実施
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（資料）本市の公共施設マネジメントの取組経過


